
【
各
論
】
『
土
芥
憲
髄
記
』
の
成
立
を
め
ぐ
る
一
考
察

　
－
大
名
家
の
配
列
の
比
較
検
討
か
ら
一

は
じ
め
に

杉
　
岳
志

　
筆
者
は
先
の
レ
ポ
ー
ト
集
に
お
い
て
『
土
芥
底
首
記
』
に
登
場
す
る
大
名
の

配
列
を
元
禄
三
年
の
武
鑑
と
比
較
検
討
し
、
『
土
芥
冠
儲
記
』
が
内
包
す
る
論
理

の
読
解
を
試
み
た
（
「
『
土
芥
冠
既
記
』
レ
ポ
ー
ト
ー
『
土
芥
竃
饒
記
』
の
作

者
は
誰
な
の
か
一
」
若
尾
駐
留
研
究
代
表
『
『
土
芥
底
雛
記
』
の
基
礎
的
研
究
』
、

二
〇
〇
四
年
。
以
下
、
旧
稿
と
す
る
）
。
旧
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
の
は
、

　
　
・
武
鑑
に
比
べ
て
『
土
芥
冠
灘
記
』
で
は
甲
府
綱
曲
豆
の
位
置
づ
け
が
低
い
。

　
　
　
こ
れ
は
将
軍
継
嗣
を
め
ぐ
り
、
綱
吉
の
意
図
を
汲
み
取
っ
た
結
果
で
は

　
　
　
な
い
か
。
ま
た
、
堀
田
実
益
と
本
多
家
は
格
式
に
見
合
わ
な
い
低
い
扱

　
　
　
い
を
受
け
て
い
る
。
い
ず
れ
も
綱
吉
の
意
向
を
受
け
た
も
の
か
。

　
　
　
　
　
↓
『
土
芥
冠
雛
記
』
に
は
綱
吉
の
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
　
・
主
だ
っ
た
大
名
で
は
側
用
人
の
牧
野
延
線
の
み
が
登
場
し
な
い
。

　
　
　
　
　
↓
『
土
芥
憲
雛
記
』
編
纂
事
業
は
牧
野
成
貞
に
よ
っ
て
指
揮
さ
れ

　
　
　
　
　
た
の
で
は
な
い
か
。

と
い
う
二
点
で
あ
る
。
班
の
共
同
作
業
と
し
て
作
成
し
た
対
照
表
か
ら
『
土
芥

冠
僻
論
』
と
『
諌
懲
記
後
正
』
で
は
大
名
の
登
場
順
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か

な
の
で
、
本
稿
で
は
『
武
家
諌
忍
記
』
・
『
武
家
勧
懲
記
』
・
『
土
芥
証
言
記
』
・
『
諌

流
記
後
正
』
を
題
材
に
、
大
名
家
の
配
列
の
比
較
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

『
武
家
隠
忍
記
』
・
『
武
家
勧
懲
記
』
・
『
諌
懲
記
後
幕
』
は
諸
本
の
存
在
が
知
ら

れ
る
が
、
本
稿
で
は
『
武
家
賢
立
記
（
、
）
』
は
加
賀
市
立
図
書
館
聖
藩
文
庫
所
蔵

本
、
『
武
家
勧
懲
記
（
2
v
』
は
盛
岡
中
央
公
民
館
所
蔵
本
、
『
土
芥
冠
儲
記
』
は
金

井
圓
校
注
『
土
芥
憲
儲
記
』
（
人
物
往
来
社
、
一
九
六
七
年
）
、
『
諌
懲
記
後
正
』

は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
本
を
利
用
し
た
。

一
門
及
び
一
一
十
万
石
以
上
の
大
名
の
配
列

　
ま
ず
は
各
書
の
性
格
を
大
ま
か
に
把
握
す
る
た
め
、
一
門
及
び
二
十
万
石
以

上
の
大
名
に
限
定
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
該
当
す
る
大
名
を
一
覧
に

し
た
の
が
三
一
で
あ
る
。
大
名
名
が
本
文
と
目
録
で
異
な
る
場
合
は
本
文
の
も

の
を
採
用
し
、
特
に
括
弧
で
補
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
位
置
関
係
を
明
確
に

す
る
た
め
、
適
宜
問
に
空
欄
を
入
れ
て
位
置
を
調
整
し
て
あ
る
。
網
掛
け
し
て

あ
る
の
が
、
先
行
す
る
書
か
ら
位
置
が
下
が
っ
た
大
名
家
で
あ
る
。

　
　
　
（
一
）
『
武
家
諌
忍
歩
』
と
『
武
家
勧
懲
記
』

　
『
武
家
諌
忍
記
』
と
『
武
家
勧
懲
記
』
の
問
で
は
、
会
津
藩
保
科
家
と
松
江

藩
松
平
家
の
位
置
が
下
が
っ
て
い
る
。
特
に
保
科
家
は
『
武
家
勧
懲
記
』
に
比

し
て
『
武
家
黒
煙
記
』
で
高
く
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
秀
忠
の
息

子
で
あ
る
保
科
正
之
が
綱
重
・
綱
吉
に
次
ぐ
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
た
た

め
だ
ろ
う
。
松
江
松
平
家
も
代
替
わ
り
を
し
て
お
り
、
『
武
家
造
忍
記
』
の
松
平

直
政
（
秀
康
の
三
男
）
と
松
平
頼
重
（
高
松
十
二
万
石
、
頼
房
の
長
男
）
は
い

ず
れ
も
家
康
の
孫
に
当
た
る
こ
と
か
ら
純
粋
に
石
高
で
の
差
と
な
っ
て
い
た
の

が
、
『
武
家
勧
懲
記
』
の
段
階
で
は
水
戸
系
の
頼
常
に
特
別
な
地
位
が
与
え
ら
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　
整
理
を
す
る
と
、
『
武
家
諌
忍
記
』
で
は
①
御
三
家
②
将
軍
の
子
息
（
綱
重
・

綱
吉
・
正
之
）
③
越
前
家
直
系
の
光
長
④
そ
の
他
主
要
家
門
と
い
う
分
類
だ
っ

た
の
が
、
『
武
家
勧
懲
記
』
で
は
①
御
三
家
②
将
軍
の
子
息
（
二
重
・
綱
吉
）
③

越
前
家
直
系
の
光
長
④
越
前
松
平
・
高
松
松
平
⑤
会
津
保
科
・
松
江
松
平
と
い

う
具
合
に
、
家
門
の
中
に
新
た
な
序
列
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
新
た
な
序
列
が
誕
生
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
代
替
わ
り
に
よ
っ
て

将
軍
家
綱
と
の
血
縁
関
係
が
遠
ざ
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
推
測
し
て

お
き
た
い
。

　
　
（
二
）
『
武
家
勧
懲
記
』
と
『
土
芥
鬼
饒
記
』

『
土
芥
逡
雛
記
』
の
時
点
で
姿
を
消
し
た
の
は
、

将
軍
と
な
っ
た
綱
吉
と
天
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和
元
年
に
改
易
さ
れ
た
光
長
の
み
で
あ
る
。
そ
の
他
の
大
名
家
は
い
ず
れ
も
同

じ
位
置
に
あ
り
、
順
序
に
変
化
が
全
く
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
両
書
の
関
係
に
つ

い
て
は
後
ほ
ど
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
（
三
）
『
土
芥
如
露
記
』
と
『
諌
懲
記
後
正
』

　
『
諌
懲
記
後
患
』
の
段
階
に
至
っ
て
、
大
名
家
の
序
列
は
大
き
く
転
換
す
る
。

ま
ず
、
甲
府
胆
心
が
御
三
家
と
同
一
の
グ
ル
ー
プ
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
石
高
に
よ
っ
て
順
序
を
つ
け
、
同
じ
石
高
の
甲
府
と
水

戸
は
官
位
（
篭
耳
は
正
三
里
中
納
言
、
綱
條
は
従
三
位
宰
相
）
に
基
づ
い
て
甲

府
を
上
位
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
水
戸
藩
は
元
禄
十
四
年
に

七
万
石
加
封
さ
れ
て
い
る
た
め
、
編
纂
が
開
始
さ
れ
た
時
点
で
は
二
十
八
万
石

で
甲
府
の
後
に
位
置
付
け
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
甲
府

の
扱
い
が
変
わ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
最
初
の
総
目
録
で

は
甲
府
・
紀
伊
・
尾
張
・
水
戸
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
単
純
な
ミ
ス
な

の
か
、
そ
れ
と
も
意
図
的
な
も
の
な
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
で
き
な
い
。

　
次
に
指
摘
す
べ
き
は
、
家
門
が
特
別
な
位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
な
く
な
っ
た

点
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
前
田
家
以
下
の
一
般
大
名
と
同
じ
扱
い
を
受
け
、
そ
れ

ぞ
れ
そ
の
石
高
に
ふ
さ
わ
し
い
位
置
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
二
点
は
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ま
で
の
大
名
家
の
序
列
を
覆
し
た
も
の
と

評
価
で
き
る
。
現
時
点
で
は
『
鼻
捻
記
後
正
』
が
誰
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な

目
的
で
制
作
さ
れ
た
も
の
な
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
仮
に
こ
れ
が
幕
府
中

枢
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
幕
府
側
か
ら
見
た
大
名
家
の
位
置
付
け
を

示
す
大
変
興
味
深
い
史
料
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
他
井
伊
家
・
蜂
須
賀
家
の
位
置
も
下
が
っ
て
い
る
が
、
蜂
須
賀
家
に
つ

い
て
は
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に
五
万
石
を
分
知
し
た
こ
と
が
原
因
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
場
合
、
な
ぜ
石
高
が
下
の
山
内
家
の
次
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
井
伊
家
が
こ
れ
以
前
は
両
三
田
家
の

前
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
理
由
や
、
新
た
な
位
置
で
も
な
お
藤
堂
家
の
上
位

に
あ
る
理
由
も
不
明
で
あ
る
。
石
高
に
収
敏
さ
れ
な
い
配
列
論
理
が
あ
る
の
だ

ろ
う
が
、
そ
の
解
明
に
つ
い
て
は
す
べ
て
今
後
の
課
題
と
い
う
よ
り
他
な
い
。

　
　
　
小
括

　
一
門
及
び
二
十
万
石
以
上
の
大
名
家
の
比
較
検
討
か
ら
、
『
武
家
諌
忍
記
』
↓

『
武
家
勧
懲
記
』
・
『
武
家
勧
懲
記
』
↓
『
土
芥
乾
繭
記
』
の
間
に
は
大
名
家
の

配
列
に
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
『
諫
懲
記
後
患
』
は
新
た
な
論

理
に
基
づ
い
て
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
四
書
の
大
名
家

配
列
の
中
で
最
も
興
味
深
い
の
は
『
諌
懲
記
後
正
』
で
あ
る
が
、
『
千
島
記
後
正
』

の
性
格
解
明
は
本
論
集
の
成
果
を
受
け
て
の
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

本
稿
の
後
半
で
は
、
大
名
家
の
配
列
に
全
く
違
い
の
見
ら
れ
な
か
っ
た
『
武
家

勧
懲
記
』
と
『
土
芥
竪
蔀
記
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
　
『
武
家
勧
懲
記
』
と
『
土
芥
鬼
艦
記
』
の
関
係

　
『
武
家
勧
懲
記
』
と
『
土
芥
冠
流
記
』
の
二
十
万
石
未
満
の
大
名
を
一
覧
に

し
た
の
が
、
表
二
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
表
は
、
位
置
が
上
が
っ
た
家
・
下
が
っ

た
家
の
い
ず
れ
も
網
掛
け
し
て
あ
る
。
左
側
の
『
武
家
勧
懲
記
』
欄
で
は
『
土

芥
窟
歴
記
』
の
登
場
番
号
を
右
方
に
記
し
、
『
土
芥
冠
離
石
』
で
位
置
が
相
対
的

に
上
が
っ
た
も
の
は
↑
、
下
が
っ
た
も
の
は
↓
で
表
し
た
。
右
側
の
『
土
芥
冠

擁
記
』
欄
で
は
、
『
武
家
勧
懲
記
』
か
ら
の
移
動
を
数
字
と
矢
印
で
表
し
て
あ
る
。

『
土
芥
思
羽
記
』
に
し
か
登
場
し
な
い
家
は
番
号
の
前
に
※
を
付
し
て
示
し
た
。

　
表
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
以
下
に
列
挙
す
る
。

　
　
・
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
『
武
家
勧
懲
記
』
が
基
準
と
す
る
延
宝

　
　
　
三
年
（
一
六
七
五
）
か
ら
『
土
芥
冠
離
記
』
が
基
準
と
す
る
元
禄
三
年

　
　
　
　
（
一
六
九
〇
）
の
間
に
除
封
さ
れ
た
藩
は
除
か
れ
て
い
る
。

　
　
・
位
置
が
二
、
三
上
下
す
る
家
が
ち
ら
ほ
ら
見
ら
れ
る
。
彼
ら
は
『
土
芥

　
　
　
憲
起
電
』
各
巻
の
冒
頭
ま
た
は
末
尾
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
武

　
　
　
家
勧
懲
記
』
を
ベ
ー
ス
に
『
土
芥
冠
離
記
』
を
作
成
し
た
際
に
何
ら
か

　
　
　
手
違
い
で
巻
頭
・
巻
末
に
記
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
ス

　
　
　
ペ
ー
ス
の
関
係
上
位
置
を
ず
ら
し
た
可
能
性
が
高
い
。
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・
　
『
武
家
勧
懲
記
』
巻
第
十
・
第
二
十
八
は
姐
ご
と
位
置
が
移
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
『
武
家
勧
懲
記
』
巻
第
十
に
つ
い
て
は
、
「
巻
第
十
」
と
い
う
こ
と
で

　
　
　
誤
っ
て
『
土
芥
憲
鰭
記
』
巻
第
十
に
入
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
『
武

　
　
　
家
勧
懲
記
』
巻
第
二
十
人
の
方
は
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
『
土
芥

　
　
　
憲
雛
記
』
で
は
土
止
四
十
一
に
持
っ
て
こ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は

　
　
　
な
い
か
。
巻
第
二
十
A
の
う
ち
、
松
平
頼
元
だ
け
は
『
土
芥
憲
雛
記
』

　
　
　
巻
第
三
十
に
入
っ
た
た
め
、
元
の
位
置
に
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
　
・
　
延
宝
三
年
以
後
に
霜
枯
さ
れ
た
者
た
ち
は
『
土
芥
冠
離
断
』
末
尾
に
ま

　
　
　
と
ま
っ
て
い
る
。
．

　
　
・
大
幅
に
位
置
が
下
が
っ
た
醜
本
多
利
長
・
醗
鳥
居
（
忠
英
）
・
溺
永
井

　
　
　
尚
員
（
い
ず
れ
も
『
土
芥
冠
雛
記
』
の
番
号
）
は
減
点
の
結
果
が
反
映

　
　
　
さ
れ
て
い
る
。
各
家
と
も
巻
三
十
三
・
三
十
六
・
三
十
七
の
巻
末
に
位

　
　
　
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
大
名
の
中
で
正
確
に
位
置
付
け
た

　
　
　
と
い
う
よ
り
も
、
大
体
の
位
置
で
巻
の
末
尾
に
押
し
込
ま
れ
た
の
で
は

　
　
　
な
い
か
。

　
　
・
石
高
が
加
増
さ
れ
た
家
の
位
置
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
堀
田
正
号
・
戸

　
　
　
田
忠
昌
・
土
屋
政
直
・
太
田
資
直
・
土
井
利
房
・
秋
元
悩
天
ら
家
処
後

　
　
　
期
・
綱
吉
前
期
の
幕
閣
の
家
で
あ
っ
て
も
、
加
増
後
も
位
置
は
『
武
家

　
　
　
勧
懲
記
』
の
ま
ま
で
あ
る
。
捻
出
の
家
を
弾
き
出
す
作
業
に
付
随
し
て

　
　
　
雨
止
の
三
家
も
移
動
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
加
増
の
ほ
う
は
新
た
な
手

　
　
　
間
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
土
芥
冠
離
記
』
が
『
武
家
勧
懲
記
』
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
そ
の
ま
ま
利
用

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
疑
問
の
余
地
が
な
い
だ
ろ
う
。
奥
平
昌

章
・
大
久
保
忠
朝
・
小
笠
原
長
胤
・
南
部
重
信
ら
『
土
芥
冠
離
記
』
巻
第
十
の

四
名
は
何
ら
か
の
事
情
で
高
い
位
置
に
紛
れ
込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
旧
稿
で

は
推
測
し
た
が
、
そ
の
理
由
も
こ
れ
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
し
た
。
ま
た
、
綱
豊

が
武
鑑
に
比
し
て
低
く
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
・
堀
田
正
仲
と
本
多
家
が

石
高
に
見
合
っ
た
扱
い
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
も
全
て
説
明
が
つ
く
。
そ
れ
は

た
だ
単
に
『
武
家
勧
懲
記
』
の
順
序
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
結
果
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
土
芥
冠
灘
記
』
の
大
名
家
配
列
に
は
綱
吉
の
意
図
が
反

映
さ
れ
て
い
る
と
す
る
旧
稿
の
見
解
は
改
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
関
係
は
、
『
武
家
諫
馬
飼
』
と
『
武
家
勧
懲
記
』
・
『
武
家
勧
懲
記
』

と
『
諫
懲
記
後
襟
』
・
『
土
芥
冠
睡
記
』
と
『
諌
懲
記
後
事
』
の
い
ず
れ
の
問
に

も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
参
考
ま
で
に
表
白
と
し
て
『
武
家
諌
忍
記
』
と

『
武
家
勧
懲
記
』
の
二
十
万
石
未
満
の
大
名
家
を
上
か
ら
三
十
家
並
べ
た
が
、

こ
ち
ら
は
原
型
を
と
ど
め
な
い
ほ
ど
位
置
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
一
目
瞭
然

で
あ
ろ
う
。
『
武
家
勧
懲
記
』
編
纂
者
が
『
武
家
諌
忍
記
』
を
参
照
し
た
可
能
性

は
十
分
あ
る
が
、
『
土
芥
剥
離
記
』
の
よ
う
に
枠
組
み
を
そ
の
ま
ま
転
用
し
た
と

は
考
え
に
く
い
。
各
書
の
内
容
に
様
々
な
関
連
を
見
出
せ
る
こ
と
は
グ
ル
ー
プ

報
告
で
度
々
指
摘
さ
れ
た
が
、
大
名
家
の
配
列
ま
で
も
踏
襲
し
て
い
る
の
は
『
土

芥
憲
騰
記
』
の
み
な
の
で
あ
る
。

　
『
土
芥
冠
下
記
』
と
他
の
武
家
評
判
記
の
違
い
と
し
て
は
も
う
一
点
、
旧
稿

で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
側
用
人
の
牧
野
成
貞
が
登
場
し
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
（
，
）
。
検
討
の
結
果
『
武
家
勧
懲
記
』
・
『
諌
懲
記
後
々
』
に
は
そ
の
よ
う
な
人

物
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
判
明
し
（
、
）
、
『
土
芥
冠
雛
記
』
と
い
う
書
物
の
独
自

性
を
裏
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
点
か
ら
、
『
土
芥
冠
下
記
』
が
『
武
家
勧
懲
記
』
・
『
諌
無
記
後
正
』
と

は
異
な
る
編
纂
事
情
・
過
程
を
経
て
成
立
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
土
芥
窟
雛
記
』
は
こ
れ
ま
で
、
元
禄
期
の
大
名
を
検
討
す

る
上
で
貴
重
な
史
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
実
は
大
変
特
異
な
史

料
で
あ
る
可
能
性
が
浮
上
し
た
以
上
、
今
後
は
ま
ず
史
料
の
性
格
の
再
検
討
か

ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
『
土
芥
酒
醤
記
』
と
武
鑑
に
お
け
る
大
名
家
の
配
列
を
比
較
検
討
し
た
旧
稿

に
引
き
続
き
、
本
稿
で
は
武
家
評
判
記
問
で
の
大
名
家
の
配
列
を
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、
『
諌
懲
記
後
書
』
で
は
全
く
異
な
る
配
列
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

『
土
芥
憲
離
記
』
は
『
武
家
勧
懲
記
』
の
配
列
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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牧
野
成
貞
が
『
土
芥
冠
儲
記
』
編
纂
に
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
（
．
、
）
、

写
本
が
出
回
ら
ず
そ
の
存
在
が
秘
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
『
土
芥
冠
町

立
』
に
は
綱
吉
政
権
中
枢
部
と
の
関
係
を
疑
わ
せ
る
点
が
多
い
。
『
土
芥
憲
躍
記
』

に
は
他
の
武
家
評
判
記
に
比
し
て
政
道
関
係
を
中
心
に
追
加
さ
れ
た
情
報
が
多

い
と
第
二
乱
訴
森
報
告
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
も
政
権
内
部
の
人
間

の
関
与
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
果
た
し
て
『
土
芥
署
長
記
』
編
纂

事
業
は
牧
野
成
貞
の
個
人
的
な
動
機
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
綱
吉
政

権
が
全
面
的
に
関
与
し
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
は
、
『
土
芥
冠
雌
記
』
が
幕
政
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
は
あ
っ
た
の
か
。
今
後
は
こ
う
し
た
疑
問
に
答
え
る
べ
く
、

『
土
芥
憲
儲
記
』
の
世
界
へ
と
分
け
入
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

【
注
】
（
1
）
　
『
武
家
単
発
記
』
は
刈
谷
市
立
図
書
館
村
上
文
庫
所
蔵
本
も
参
照
し
た
。

こ
ち
ら
に
は
加
賀
市
立
図
書
館
聖
藩
文
庫
所
蔵
本
（
以
下
、
聖
体
本
）
か
ら
代

替
わ
り
し
た
人
物
が
数
名
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
（
松
平
光
晟
↓
松
平
綱
晟
、

松
平
忠
義
↓
松
平
豊
昌
な
ど
）
、
同
一
人
物
で
も
記
載
内
容
は
異
な
っ
て
い
る
（
興

味
深
い
こ
と
に
、
後
者
で
は
尾
張
義
直
の
項
に
「
麗
シ
給
フ
ト
イ
ヘ
ト
モ
」
と

あ
る
。
前
者
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
た
め
に
死
去
し
た
人
物

も
立
項
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
）
。
し
た
が
っ
て
、
『
武
家
諌
忍
記
』
の
内
容

を
検
討
す
る
際
に
は
両
書
を
別
物
と
し
て
扱
う
の
が
適
切
だ
ろ
う
。
本
稿
の
課

題
で
あ
る
大
名
家
の
配
列
に
は
違
い
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
聖

君
本
の
み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

（
2
）
　
『
武
家
勧
懲
記
』
は
こ
の
他
に
国
立
公
文
書
館
所
蔵
本
（
以
下
、
公
文

書
館
本
）
・
刈
谷
市
立
図
書
館
村
上
文
庫
所
蔵
本
（
以
下
、
村
上
本
）
も
参
照
し

た
。
公
文
書
館
本
は
他
の
二
本
で
巻
第
三
十
に
該
当
す
る
巻
が
欠
巻
で
、
本
来

巻
第
三
十
九
で
あ
っ
た
も
の
が
巻
第
三
十
月
中
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
公
文
書
館
本
は
巻
第
三
十
八
ま
で
し
か
存
在
し
な
い
。
公
文
書
館
本
が
正

本
で
は
な
く
写
本
な
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
『
武
家
諫
霊
送
』
と
同
様
、
『
武

家
勧
懲
記
』
も
諸
本
の
問
に
は
記
載
内
容
に
違
い
が
見
ら
れ
、
例
え
ば
巻
第
一

の
尾
張
光
友
の
場
合
、
本
文
の
評
の
「
義
ア
ッ
ク
」
と
い
う
表
現
は
盛
岡
中
央

公
民
館
所
蔵
本
（
以
下
、
盛
岡
本
）
の
み
、
「
邪
曲
俵
念
驕
慢
ナ
ル
事
曽
テ
ナ
ク
」

と
い
う
表
現
は
公
文
書
黒
本
と
村
上
本
に
し
か
現
れ
な
い
。
さ
ら
に
「
愚
評
」

部
分
で
も
、
結
び
が
「
善
将
ト
褒
称
セ
シ
ム
ヘ
キ
者
也
」
（
盛
岡
本
）
・
「
義
将
ト

云
ヘ
キ
ノ
ミ
」
（
公
文
書
館
本
・
村
上
本
）
と
い
う
旦
ハ
合
に
異
な
っ
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
盛
岡
本
と
公
文
書
館
本
・
村
上
本
と
い
う
二
つ
の
系
統
が
あ
る
こ
と
が

指
摘
で
き
る
が
、
次
の
紀
伊
光
貞
は
本
文
の
評
・
「
愚
評
」
と
も
ほ
ぼ
同
内
容
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
が
評
を
書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
も
な
い
ら
し
い
。
平

な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
本
稿
の
課
題
か
ら
は
外
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

点
は
指
摘
を
す
る
に
と
ど
め
る
。
大
名
家
の
配
列
に
つ
い
て
は
盛
岡
本
・
村
上

本
の
問
に
違
い
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
3
）
　
元
禄
三
年
の
松
会
版
『
本
朝
武
系
当
鑑
』
（
深
井
雅
海
・
藤
實
久
美
子

編
『
江
戸
幕
府
大
名
武
鑑
編
年
集
成
』
第
三
巻
、
東
洋
書
林
、
一
九
九
九
年
所

収
影
印
本
）
に
は
登
場
す
る
の
に
『
土
芥
単
離
記
』
に
は
登
場
し
な
い
人
物
は

十
七
名
存
在
す
る
。
そ
の
う
ち
十
名
は
新
規
取
立
（
松
平
義
行
・
松
平
義
昌
・

松
平
頼
雄
・
松
平
直
興
）
あ
る
い
は
分
知
（
松
平
乗
昌
〈
忠
尚
〉
・
本
多
忠
恒
・

酒
井
忠
寛
・
酒
井
忠
重
・
戸
田
氏
広
・
板
倉
重
清
）
に
よ
っ
て
『
武
家
勧
懲
記
』

完
成
後
に
成
立
し
た
支
藩
で
、
『
土
芥
盲
嚢
記
』
編
纂
者
は
何
ら
か
の
理
由
で
彼

ら
を
追
加
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
残
る
七
名
の
う
ち
、
大
久
保
忠
高
・
稲
垣
重

定
が
そ
れ
ぞ
れ
閉
門
・
出
仕
揮
り
に
よ
り
、
松
平
信
興
は
大
坂
城
代
・
内
藤
重

頼
は
京
都
所
司
代
だ
っ
た
た
め
に
『
土
芥
底
離
記
』
に
は
立
項
さ
れ
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
菅
沼
定
実
は
譜
代
大
名
に
準
ず
る
家
格
の
交
代
寄
合
と
い
う

こ
と
で
『
土
芥
冠
僻
記
』
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
（
菅
沼
家

は
元
禄
十
五
年
の
武
鑑
に
は
登
場
し
な
い
）
。
最
後
に
残
る
の
は
牧
野
成
貞
と
植

村
家
智
（
忠
朝
）
で
あ
る
。
植
村
忠
朝
は
大
番
頭
を
務
め
、
天
和
二
年
（
一
六

八
二
）
に
二
千
石
を
加
増
さ
れ
て
大
名
に
取
り
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
が
『
土

芥
里
離
記
』
に
登
場
し
な
い
理
由
は
詳
ら
か
で
な
い
。

（
4
）
　
『
武
家
勧
懲
記
』
は
延
宝
三
年
刊
、
経
師
屋
加
兵
衛
版
『
江
戸
鏡
』
（
深

井
雅
海
・
藤
實
久
美
子
編
『
江
戸
幕
府
大
名
武
鑑
編
年
集
成
』
第
二
巻
、
東
洋

書
林
、
一
九
九
九
年
所
収
影
印
本
）
、
『
製
品
記
後
流
』
は
元
禄
十
四
年
の
武
鑑

を
参
照
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
元
禄
十
五
年
刊
、
松
会
三
四
郎
版
『
本
朝
武

餅15
「



林
系
禄
図
鑑
』
（
深
井
雅
海
・
藤
實
久
美
子
編
『
江
戸
幕
府
大
名
武
鑑
編
年
集
成
』

第
五
巻
、
東
洋
書
林
、
一
九
九
九
年
所
収
影
印
本
）
と
比
較
し
た
。
な
お
、
『
武

家
諌
忍
記
』
は
成
立
時
期
が
特
定
で
き
て
い
な
い
た
め
武
鑑
と
の
比
較
は
行
っ

て
い
な
い
。

（
5
）
　
『
土
芥
憲
旧
記
』
の
大
名
の
配
列
に
は
綱
吉
の
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い

る
と
の
旧
稿
の
見
解
は
改
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
牧
野
成
貞
が
編
纂
に
関
与
し

て
い
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
取
り
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
を
こ
れ
ま

で
に
見
出
し
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
推
測
で
あ
り
、
具
体
的
な
証
拠
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
状
況
証
拠
は
牧
野
の
関
与
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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